
ヒヤリハット報告書

 発生日時  天候・照明

 発生場所

 作業内容

 所属・班  報告者（任意）

 危険の種類

 人　　  機械・設備　　  材料・物　　  方法・手順　　  わからない☐ ☐ ☐ ☐ ☐

 危険度  高（大けが・死亡の恐れ）　  中　  低☐ ☐ ☐  再発性  よくある　  時々　  まれ☐ ☐ ☐

  ▼ ここから下は管理者が記入します（報告者は記入不要）

 受付日  対応区分  即時対応　  要検討　  水平展開のみ　  対応不要☐ ☐ ☐ ☐

 実施した対策

 実施日／確認者  水平展開先

 状態  未対応　  対応中　  対応済み　（報告者へのフィードバック済み：  はい）☐ ☐ ☐ ☐

報告No.

報告日　　  /   /
気づいた「ヒヤリ」「ハッ」を共有し、事故になる前に手を打つための用紙です。※責任
追及ではなく再発防止が目的です。氏名の記入は任意です。

  1. いつ・どこで（わかる範囲でOK）

　　  /   /　　  　  :  　頃

  2. 何が起きましたか？　　（いつ・どこで・誰が・何をしていて・どうなったか。箇条書きでOK）

  3. もしそのまま進んでいたら、どうなっていたと思いますか？　　（想定される最悪の結果）

  4. あてはまるものに （複数可）☑

 墜落・転落　  転倒　  はさまれ・巻き込まれ　  切れ・こすれ　  飛来・落下☐ ☐ ☐ ☐ ☐
 感電　  高温・低温との接触　  有害物との接触　  交通事故　  その他☐ ☐ ☐ ☐ ☐

 要因（4M）

  5. こうすれば防げると思う（任意・思いつく範囲で）

　 /   /

　　  /   /　　／

紙の用紙では、筆跡や提出経路から書いた人が推測されるため、完全な匿名化は難しいのが実情です。「安全ポスト＋」（anzenpost.com）な
らQRコードを読むだけで匿名報告でき、AIが個人を特定する情報を自動で伏せ字にして4M分析します。この用紙は無料で配布しています。
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